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はじめに

　現在，新生児治療室（以下NCU）では母親への
マザリング（保育練習）を行っている。母親から父
親と児の関わりを望む声が多くあり，父親と児の関
わりは母親にとって精神的安定を得られる重要な支
援だと感じている。しかしNCUで面会制限から，
児と父親が関わる時間は限られてしまう。児の入院
によって阻害される父親と児の関わりを少しでも増
やす支援は，父親としての自覚を築いていく過程に
おいて重要であり，父親が児に興味，関心を抱くこ
とに繋がる。また，草野は「児の入院中は母親の自
立度を判断し，育児行為の積極的移譲を行う。夫の
サポートが母親の情緒に影響しているため，夫の育
児参加が望まれる」１）と述べている。父親の関わ
りは母親の肯定的な感情へと変化させる一つの要因
とされており，父親と児の関わりは母親へ影響して
いる。
　今回，NCUに児が入院した父親の育児参加を
きっかけに，父親と児の関わる機会を増やす援助を
行ったことで，母親の精神的安定が得られたので報
告する。

Ⅰ．研究目的

　NCUに児が入院した父親に育児練習を行うこと
で，母親の精神的安定を図ることを目的とし事例研
究を行った。

Ⅱ．研究方法

１．研究対象
　第１子が早産児でNCUに入院し，マザリング
を行う児の両親
２．研究期間
　　平成27年８月～９月
３．研究方法
１）事例研究
①�児がNCUに入院した時点から，両親の言動
や表情，NCUで使用している交換ノート
（児の状態をスタッフが記載し，母親の思い
を記載出来るノート）の記載内容を確認し記
録に残す。父親の面会時に積極的に児のタッ
チングを促し，児と関われるように声をかけ
る。
②�父親への育児参加の意思を確認し，NCUで
使用しているマザリング共有用紙追記時に母
親が父親に行って欲しい育児の確認をする。
また，父親が希望している育児についても母
親に確認する。
③�父親の都合を確認し，父親の育児練習の計画
を立て実際に行ってもらい，父親の育児参加
中の父親・母親の様子を看護記録に残す。
④�父親の育児参加後にインタビューガイドに
そって，母親へ半構成的面接を行う。
⑤�児の退院後，電話訪問または母乳育児外来
で，退院後の父親の児と関わり方の様子につ
いて母親に確認をする。また，母親の言動に
ついても観察する。

技術・実践

入院中からの父親の育児練習が母親の感情にもたらす変化
～第１子が早産児でNCUに入院した両親への看護介入の１事例～
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技　　術　・　実　　践

⑥�面接結果をふまえて，入院時からの父親と児
の関わりが母親にもたらす感情の変化につい
て分析・考察する。

Ⅲ．倫理的配慮

　対象者には研究目的・面接内容について，説明し
た上で同意を得た。また，研究者の所属施設の倫理
審査委員会で承認を得た。

Ⅳ．事例紹介

１．家族背景
　　父Aさん30代職業　　母Bさん20代初産　
２．妊娠経過
　妊娠高血圧症候群（以下，PIH）にて妊娠31週
に入院。降圧薬内服するが，血圧コントロール不
良。PIH増悪にて妊娠34週帝王切開となる。
３．産褥経過
　　問題なし。母乳分泌良好。EPDS　4点。
４．児の経過
　男児，低出生体重児。Ap良好。出生後，人工
呼吸器装着。生後２日目抜管し酸素投与しながら
保育器収容。酸素中止後も経口哺乳・体重増加順
調にて生後33日目，自宅退院。

Ⅴ．結　　果

１．入院時の両親の様子
　児の入院が決定した際，父親は落ちついた様子
で児の病状説明を聞き児と面会。人工呼吸器装着
中であったため，手足のタッチングすすめ，緊張
した様子で児に触れていた。母親は帝王切開のた
め離床後，翌日に児と面会。母親は，児に面会す
ると涙をながしながら「がんばっているね。がん
ばっているね。」と声をかけ何度も児へ触れてい
た。
２�．父親の育児参加の計画と実際・母親の様子保育
器収容中から児と関わりを持ってもらえるよう
に，育児行動の見学や抱っこを父親に実施しても
らった。コット移床後は，実際に父親の育児練習
を実施。父親の育児参加の計画，父親の育児参加
の様子，母親の様子の具体的な内容について表１
に示す。
３�．児の退院時，母親に対し父親の育児参加後のイ
ンタビューを表２に示す。
４．母乳育児外来に来院時の母親の様子
　直接母乳のみで，児の体重増加良好。退院後は
父親の意向通り，親子３人同室で過ごしている。
父親は児を抱っこし，仕事が早く終わった時に
は児の沐浴・オムツ交換を行っている。「とにか
く，かわいがっています」と母親は笑顔で話して
いた。夜間に児が泣いた時は，起きることはない
が母親へ声をかけてくれると，母親は話してくれ
た。

表１　父親の育児参加の様子と母親の様子

計　　　　画 父親の育児参加の様子 母親の様子

＊出生直後～生後 2日目
児は人工呼吸器装着中のため，児の手足へ
のタッチングをすすめる。

緊張した様子で，児の手足を軽く触れてい
る。

児の手足に触れながら，涙を流している。

＊生後 3日目
児は保育器収容中。児の啼泣時にホール
ディング方法を伝える。オムツ交換見学。

父親は両手で児の頭とお尻を軽く触れてい
る。
オムツ交換の際には「すごい動いています
ね。オムツ交換出来るかな。難しそうです
ね。」と発言あり。

母親は嬉しそうに，しっかりと児の身体を
包み込むようにホールディングを行う。
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計　　　　画 父親の育児参加の様子 母親の様子

＊生後 5日目～ 6日目
児は経口哺乳開始。また，哺乳の様子を見
学。

父親は仕事のため，面会に来れず。
「口から飲んでる。すごい。すごい。」
自らすすんでタッチング行っている。

＊生後 7日目
母親に父親に行って欲しい育児，父親へ育
児参加の意思を確認する。

「是非。やらせていただきたいです。出来
ることは何でもやりたいです。」

「育児全般ですね。なんでもやって欲しい。
オムツ交換とか，ミルクとか。なんでも」

＊生後 8日目
保育器収容中からオムツ交換・瓶哺乳・排
気など哺乳の一連の流れを見学。

「今後のために見て覚えます」と，スタッ
フや母親の育児手技を真剣に見学してい
る。

父親の言動にほほ笑み，育児練習を行う。

＊生後 9日目
保育器収容中だが，児の状態が落ちついて
おり，医師の許可のもと父に抱っこを行っ
てもらう。

「緊張するな。かわいいですね。思ったよ
り重いです」父親は，額にびっしりと汗を
かいて児を抱っこしている。

ビデオ撮影しながら笑顔あり。
翌日には交換ノートへ「パパが来て，初め
て抱っこしました！！パパいわく，二人で
通じあっていたらしいけど・・・。○○く
ん（児の名前）もパパに抱っこされてとっ
ても嬉しそうでした。」と記載あり。

＊生後 11 日目
何度かオムツ交換を見学されていたので，
スタッフが父親にオムツ交換の希望を確
認。

「ちょっとまだ小さくて，出来なさそうで
す。もうちょっと，見て覚えます。」

父親の代わりにオムツ交換を行う。
児に対し，「また，今度ね」と話している。

＊生後 18 日目
育児練習実施
・瓶哺乳
・排気
・オムツ交換

緊張している様子あり。児へ声をかけなが
ら丁寧に育児練習している。実施後，「見
ているのと，実際にやってみると全然違い
ました。緊張したけど楽しかったです。ま
た，やってみたい。来週も来たい。」と笑
顔あり。

ビデオ撮影したり父親へのアドバイスを
行ったり笑顔が見られる。

＊生後 23 日目
母親の乳房ケアの間には，児を父親が抱っ
こしている。

乳房ケアを終えて父親が児をずっと抱っこ
していた姿をみると笑顔が見られる。

＊生後 33 日目
・沐浴の実施 2日間連続での沐浴希望あり実施。「色々教

えてもらったので，家に帰ってからも頑張
りたいと思います」と発言あり。

父親の沐浴中には，助言を行いながら，父
親の汗を拭いたり，児に声をかけたりして
いる。

表２　父親の育児参加後の母親へのインタビュー内容

質　　問　　内　　容 回　　　　　　答

・退院おめでとうございます。
赤ちゃんが入院してから今日まで，赤ちゃんそして何よりママは
とてもがんばりましたね。これまでの入院中を振り返ってどのよ
うに感じていますか？

お腹に入れてあげられなかったことを，すごく責めました。搾乳
も部屋でやっていたし，他の赤ちゃんが泣くのを聞くのも嫌で悲
しくなりました。でも，日に日に良くなっていくこの子を見てい
たりしたら，これじゃいけなって思って前向きになれました。旦
那に毎日，電話で色んなことを報告出来たし，写真も送ってとす
ごく言われたので。

・パパと赤ちゃんに関する会話は最近ありましたか？ ありました。家に帰ってきたら，旦那は仕事があるから部屋は別々
にしようと思っていたけど，さみしいから一緒の部屋にしたいっ
て言っていました。
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Ⅵ．考　　察

　児は入院直後から人工呼吸器を使用しなければな
らない危機的状況であった。父親は，取り乱す様子
はなかったが，面会時，遠慮がちに児に触れてい
た。妊娠中から，父親は育児参加に意欲的であっ
たが，児がNCU入院し人工呼吸器使用という状態
で児と対面する中で，少なからず児に対するネガ
ティブな感情があったことがうかがえる。関守は
「NICUに入院する早産児の父親は，驚き，不安，
恐怖といったネガティブな感情を抱き，父親として
の実感を得にくい。しかし，ネガティブな感情を感
じつつも，児との関わりを続けることで，父親に
とってわが子という認識が生じ，父親になった自
分という自覚が強化される」２）としている。しか
し，父親のネガティブな感情の中でも，児に触れる
機会を増やし関わりをもってもらうように援助した
結果，児が危機的状況から脱したあとには，「（自分
にも）オムツ交換出来るかな。難しそうですね」と
いった言葉が聞かれるようになった。この言葉か
ら，いずれ自分自身が児のお世話を行いたいという
意思や児と関わりたいと思っているという表現に感

じられた。そのため，保育器収容中の早期から育児
手技の見学や抱っこ，出来る範囲で児と関われるよ
うに援助を行った。これらの援助は，父親の児へ対
するネガティブな感情を軽減しただけではなく，父
親が児と関わりたいと考えていた気持ちに沿った援
助に繋がったのではないか考える。その結果，母親
の乳房ケアの間は児を抱っこする場面や，退院時に
は父親自ら進んで沐浴を２日間実施し，児へ積極的
に関わろうとする行動が見られた。また，児に関わ
ろうとする父親の行動に対して，母親は笑顔がみら
れ，喜んでいる様子が見受けられた。垣口らは「夫
の積極的な児への関わり，児への愛情表現は児に対
する心配や不安を２人で分かちあい，乗り越えられ
るという安心感につながる」３）と述べている。児
がNCUに入院した父親に，児との関わりがもてる
ように育児練習という手段で積極的に関わりを持っ
たことで，父親の児への関わり，興味や関心が増し
たと考える。また，児の父親である夫が，父親とし
て母親と一緒に児を見守っていく姿勢であり，父親
が児への愛情を示したことで母親の安心感が得られ
たと考える。
　母親は，父親が児と関われるように実施した育児
参加について喜んでおり，その支援は医療従事者と

質　　問　　内　　容 回　　　　　　答

・パパは先日の育児参加についてどのように話していましたか？
また，どのように感じていると思いますか？

　プロに教えてもらって家に帰ってからもやりたいって言ってい
ました。
最初はまだ，小さくて怖かったって言っていたけど，やっている
のをみて次はやろうって思ったみたいです。やってみたら，嬉し
そうにしていました。
やりたがりだから，家に帰っても何でもやりたいと思っていると
思います。

・パパが退院後に赤ちゃんにしてあげたいことなど話していまし
たか？

　はい。オムツ交換もだし，沐浴も入れたいって。後は，まだま
だ先の話にはなると思うんですけど，一緒に遊びたいって今から
すごく楽しみにしているみたいです。

・パパに育児参加してもらって，どのように感じましたか？ 正直，心強かったです。妊娠中から，「俺は育メンになるって」宣
言していて。私の買った育児書も読んでいるタイプでした。でも，
その気持ちが嬉しかった。ここ（NCU）に，入院になって他の家
族を見ていたらあんまりパパが赤ちゃんのお世話とか来てなかっ
たですよね。三つ子の家は来ていたけど。私たちだけ色々やらせ
てもらっていいのかなって思った。でも，すごくうれしかった。
旦那は色々やりたいって言っていたし，私も旦那がこの子を可愛
がっているのをみると嬉しかった。辛かったこともたくさんあっ
たけど，この子の成長が嬉しかった。

技　　術　・　実　　践



70

母親の信頼関係を深め，更なる母親の精神的な安定
や安心感に繋がった。そのため，両親が望むのであ
れば父親にも積極的に児と関わってもらえるような
場を提供していく必要がある。
　NCUスタッフが児と父親が関わりを持てるよう
に配慮することで，母親の気持ちに安心感を与える
だけでなく，児の入院という形で始まった家族の始
まりが，少しでもスムーズな形で家族形成を行って
いける要因となったと考える。面会の様子などから
も，両親が児の成長を一緒に喜ぶ姿がみられ，母親
はもちろん父親も児への愛情が増していることが感
じられた。自宅に帰ってから父親は児と同じ部屋で
過ごすことを望み，退院後も児との関わりを密に持
とうとする意思が確認できた。母親は退院時に父親
の存在について心強いと話しており，父親を含めた
支援をすることで，家族としての形が児の入院中か
ら円滑に形成され，退院後の状況からもスムーズな
家族形成の促進がなされたと考える。

Ⅶ．結　　論

１）�父親が育児参加することは，児への愛情表現と
なり，母親へ安心感を与える。

２）�医療従事者の父親に対する育児支援は，母親と
の信頼関係を深める。

３）�児が入院中であっても父親を含めた支援をする
ことは，円滑な家族形成の一助となる。

�（本論文の要旨は平成28年11月26日　第49回岩手県
母性衛生学会で発表した）
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